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千葉県太海，天面地先海域のクロアワビ及びメカイアワピの産卵期

石田 i基・田中種雄

はじめに

千葉県では1975年よりアワビを対象とした大規模増

殖場開発事業調査牟を実施してきた。この事業の目的は

アワピの産卵場を造成しーそこで産卵ふ化した幼生を

隣接地に造成した稚貝場に効率良〈沈着させてアワビ

資源の増大を図り.漁獲を高めることである。

稚只I易を設定するためには， i湖の動きの状況からふ

化した幼生の移送を推定しておく必要があるが.その

ためには産卵時期の適確な把握が必要である。 1979守

1980年に鴨川市太海地先のクロアワピ.及び天面地先

のメカイアワピの産卵期を調査する機会を得たのでこ

こに報告する。

この調査に当り。計画の指導をしていただいた日本

海区水産研究所の問中邦三氏と調査の協力をしていた

だいた江見漁業協同組合の職員の方々に感謝の意を表

します。

材料と方法

材料としたクロアワピNordofisdiscus(REEvE)は鴨

川市太海仁右衛門島周辺で1979if.2月から1980年12月
まで採捕.または買取りで得たもので， 1 ヵ月に 7~

251困{本の計2011悶体である。また，メカイアワピNordofis

gigallfea sieboldii (REEVE)は岡市天函地先で1979年3

月から1980年12月まで採捕守または買取りで得たもの

で， 1ヵ月に約101国体.計1771国体である。(図1，表1，2)

産卵期の推定には， (1)生殖腺の熟度司 (2)肥満度， (3) 

浮遊幼生の出現状況句 (4)7]<質環境，日長時間， (5)卵数

の5項目を調査した。

生殖腺の熟度指数(GI)は， 10%ホルマリン溶液で固

定した生殖腺の重量に対する殻長の3乗の比で表わした。

生殖腺重量
生殖腺熟度指数(GI)~一一ーコ一一x10'・…・・(1)

問問

また守卵巣卯を10%ホルマリン溶液で固定し，卵巣

中央部の30戸m以上の卵黄径(短径)を団体ごとに測定

した。

肥満度は生の足部筋肉部重量に対する殻長の 3乗の

比で表わした。

足部筋肉部重量
肥満度 (F)~一一一一一一一一x10'目…・・(2)

殻長3

また，産卵後の肥満度と生殖腺E重量の状態を知るた

めに， 1 ~ 2年間人工飼育したクロアワピに紫外線照

射海水を流した人工産卵誘発，.を行った。

アワビの卵‘浮遊幼生の出現状況を調べるために。

1979年9月から1981年1月までに太海仁右衛門島周辺

海域において北原式定量ネット (NXX15)の垂直曳

により卯.及び浮遊幼生の採集を行い， 10定点の総固

体数をm'当りで表わした。

水温.塩分は太海仁右衛門島前の港外で1日1回観

測し守日長時間は浬科年表1982年度版によった。

卵数の算出は， 10%ホルマリン溶液で固定したクロ

アワピの卵巣卵1自を摘出L，19当りの100，um以上の卯

数を計測して。この{直に卵巣卯の重量をかけて卯数と

した。

v、〈

gjJ 
図1 クロアワピ及びメカイアワピの主な採捕地点

事夷隅地区大規模1断直場開発事業調査 1975， 1976年 安房地区大規模増殖場開発事業調査 1977， 1978年
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表1 クロアワピの産卵期の推定作用いた材料

採集年月日
性
{数体団
殻 長←) 重 量(g)

jj~ 平 均 偏 差 範 聞 平 均 f同 差 範 囲

1979. 2.22 
t 3 132.2 5.14 128-138 287目8 34.60 264-328 
♀ 8 128.3 8.18 117-144 250.1 61.23 174-341 

3.26 
合 2 133.8 12.94 125-143 318.2 141. 92 218-419 
♀ 7 133.6 9.24 123-147 290.9 73.20 206-405 

4.17 
古 8 132.1 10.40 119-145 301.0 80.03 213-414 
♀ 2 129.0 05.66 125-133 273.9 57目49 233-315 

5.25 
舌 I 5 129.2 ! 4.87 123-134 305.2 49.02 232-354 
♀ 5 125.6 5.50 120--:-134 297.2 66.88 242-37司

6.25 
合i 、16:.'~ 127.3 15..15 116-157 297.0 135.60 205-570 
♀ 4 139.8 . 4.57 134-145 412.0 39.82 378-465 

1.1， 

7.23 
合 2 I 138.4 15.41 128-149 388目2 109.60 ， 311-466 
♀ 8 133.1 8.81 120-148 334.6 92.33 206-481 

8.24 
古 5 136.9 11.05 123~146 379.9 103.46 270-518 
早 5 130.1 6.16 123-=-136 277.4 43.26 244-326 

9.13 
守合 4 135.6 6.29 128-143 368.6 74目28 304-448 
♀ 5 139.0 9.17 128-149 394.3 102.97 2P4-523 

10.23 
合 2 128目7 16.83 117-141 292.0 129.75 200-384 
♀ 8 118.9 15目21) 99-144 235.2 110.90 121-418 

12. 3 
古 2 103.6 13.72 94-113 131.0 56.57 91-171 
♀ 9 112.5 16.89 81-138 183目8 77.80 60-322 

1980. 1.10 
合 8 127.7 8.04 117-140 249.1 62.21 172-347 
♀ 2 135.9 9.76 129-143 308.0 61.87 264-352 

3.14 
t 7 136.3 6.02 124-142 325目7 56.92 223-389 
♀ 3 129.7 7.56 121-134 291.2 75.03 208-353 

5.29 
t 7 130.8 8.93 124-149 316.1 55.34 268-411 
♀ 3 136.8 5.75 130-140 379.1 49.47 322-422 

6.21 
合 2 135.5 19.09 122-149 291.5 82目73 233-350 
♀ 5 128.0 6.30 118-133 300.0 25.18 269-325 

7.17 
メ。ヘ 2 137.7 6.93 133-143 375.7 49.00 341-410 
♀ 8 128.4 10.43 119-146 295.6 77目59 225-424 

8.14 
t 2 153.7 3.25 151-156 524.3 47.73 491-558 
♀ 8 127.2 7.30 118-139 280.8 63.39 193-350 

9.14 
舌 3 135.4 12.58 122-146 337.2 109.26 220-433 
♀ 7 135.2 12.40 121-157 327.1 102.50 186-473 . 

10.29 
古 3 143.0 21.89 120-164 432.2 236.71 214-684 
♀ 6 130.7 12.90 117-154 308.1 125.93 193-514 

10 合 10 114.2 20.61 82-152 207.7 137.27 68-507 
12';:1 平 15 108目8 17.49 7百-146 171.0 94.99 57-437 
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表2 メカイアワピの産卵期の推定に用いた材料

採集年月日
4生

耳目

J 
i古

1979. 3.26 
♀ 

4.17 
合
♀ 

5.23 
古

♀ 

6.25' 
古

♀ 

7.23 
合

♀ 

8.24 
合

♀ 

9.12 
合

♀ 

10.23 
古

♀ 

12. 3 
合

♀ 

1980. 1.10 
古

♀ 

3.14 
合

♀ 

5.19 
合

♀ 

7.17 
古
♀ 

8.18 
古
♀ 

9.15 
合

平

10.29 
舌
♀ 

12目11
ム。，

♀ 

結果

クロアワビの生殖腺熟度

{f数国本

6 
4 

5 
5 

3 
7 

.5 
5 

4 
6 

4 
6 

6 
4 

2 
7 

6 
6 

5 
6 

4 
5 

3 
7 

2 
8 

5 
5 

7 
3 

5 
7 

8 
8 

完生

平 均 偏 差

141.3 20.57 
133.3 4.44 

142.0 13.32 
130.7 8.95 

140.7 18.43 
136.5 10.11 

124目3 4.78 
135目6 11. 68 

136目8 11.57 
138.5 12.03 

141.5 0.13 
138.7 1.05 

138目3 11.63 
135.4 6.48 

101.1 18.60 
140目6 23.26 

115.6 17.58 
134.7 7.60 

131.2 1) .84 
119.7 4.88 

129目4 8.92 
128.4 12.02 

130.4 11.15 
132.4 10.60 

140.3 4.17 
132.8 11. 75 

137.5 10.66 
141. 3 15.60 

127.0 10.36 
139.5 5.61 

127目4 23.94 
117.3 11.19 

116.9 10.37 
119.0 12.51 

クロアワビの1979司1980年のGIの季節的変化は，雌

雄とも 2~8 月は26以下で低い値を示している。 8 月

中，下旬から 9月中旬にかけてGIは;急速に増加しー 10

!長←) 重 量(g)

範 図 平 均 備 差 範 回

114~176 414目9 236.86 179~865 

129~ 139 263.3 44.67 224~327 

129~165 365.4 86.97 292~512 

122~143 264.1 86.67 178~393 

121 ~ 158 370.8 182.80 213~571 

121 ~ 149 342.3 103.54 227~516 

119~132 239.3 36.e5 199~287 

128~156 309.5 109.24 I ?47~504 

130~154 308.8 90.36 244~443 

124~160 400.3 182.26 248~762 

140~143 350.0 1目58 335~370 

125~148 369.2 12.29 235~490 

123~153 340.0 109.95 236~514 

129~ 141 355.2 46.05 299~403 

88~114 125.3 70.00 76~175 

115~180 397.6 240.86 159~836 

95~147 196.4 106.86 85~397 

120~141 293.2 62.05 186~353 

120~145 285目3 84.44 208~397 
113~126 197.9 52.69 146~294 

121 ~ 142 263.0 100.40 176~407 
111 ~ 144 264.8 92.98 144~386 

122~ 143 282.8 80.07 209~368 

119~145 286.1 100.79 177~468 

137~ 143 375.9 75.09 323~429 

120~152 315目。 103.01 194~477 

127~ 153 335.1 106.39 258~500 

124~159 391.6 178.82 204~612 

116~147 243.1 72.75 168~390 

134~145 383.2 87.17 287~457 

97~164 261目3 141.45 106~493 

101~131 184目。 52.73 124~273 

110~138 190.5 76.43 144~345 

107~ 143 204.1 83.82 140~387 

月下旬には年間を通して最も高い値を示す。 1979年に

は雄で71.1，雌で81.8で句 1980年には雄で62.4，雌で

129.3となる。 10月下旬の雌のGIは縫より高い。また，

雄のGIは1980'fの方が1979年より高い。

10月下旬以降はGIは急速に減少し， 1979年の12月上

旬には雄のGIは38.2司雌のGIは45.4となる。 1980年の
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12月中旬の場合は，雄のGIは57目1，雌のGIは56.4とを にかけて著しい卵径の増加が認められる。 10月下旬に

る。 1980年の1月中旬では雄のGIは15，6，雌のGIは は全ての個体の卵巣卯に200μmlこ透した卵径の卵が認

40.9となる(図2)。 められる。そして， 30~200}'mまでの卵径の卯が連続

的に存在している。 30~200}'mまでの組成では， 190.μm

以上の卯は43.8%を占めている(表3)。
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図2 クロアワビの生殖線熟度指数，
目的背度及びi浮遊幼生量

。印は践の生殖腺熟度指数，・印は雄の生鐙線熟度指数，
ム印は肥満度を示す。

卵巣卯の卵径は図3に示したとおりで， 1979年の 2

~5 月には90.μm以下の卯径しか認められない。 6~7月

には80}'m以下の卯径のものと180μm以上の卵径のもの

が混在しているが，この間の卯径のものは認められな

い。 8月下旬には130μmまでの卯径のものが出現L，

9月中旬に在ると 5f国体中4個体の卯巣卯に卯径が，

200μmに達したものが認められ， 8月下旬から 9月中旬

表3 天然クロアワピの卵径組成 (1979年)

9s 径 10月23日 12月3日

(pm) 度数 頻度 度数 頻度

30~ 50 30 6.0 8 6.7 

50~ 70 52 10.4 21 17.5 

70~ 90 25 5.0 7 5.8 

90~1l0 30 6.0 4 3.3 

1l0~130 19 3.8 。 。
130~ 150 30 6.0 9 7.5 

150~170 45 9.0 9 7.5 

170~190 50 10.0 12 10.0 

219 43.8 50 41. 7 

言十 500 100 120 100 

12月上旬では30~200}'mまでの卵が連続的に存在す

る個体は 9個体中6個体とをる。この卵径組成では，

190}'m以上の卯は41.7%を占めている。残り3個体中の

11団体で、は130戸冊以上の卯径の卯が存在せず¥また，

2 f間体では70~170μmまでの卯径の卯が存在しない。

1 月上旬で、は30~200}'mまでの卵が連続的に存在し

なくなり， 70~190μmまでの91l径の存在が認められを

し、。

1980年の卯巣卯径の季節的変化は1979年の変化に良

く類似している。すなわち， 3~8 月にはまれに卵径

200}'mlこ達した卯が存在する個体もあるが.全ての個

体で卵径90~190μmまでの卯の存在が認められない。

9月下旬には急速に卵径の増加がおごり 6個体中5

個体に200μmlこ透した卯径のものが存在し，また， 30 

~200}'mまでの卵が連続的に存在している。 10月下旬

には全ての個体の卵巣卯には30~200戸mまで卵が連続

的に存在している。

12月上旬には100~160μmまでの卯径の卵カ吋肖失した

個体が11個体中 6f悶体となる。

なお，雌雄比は118: 83であった。

クロアワビの肥満度

肥満度 (F)の季節的変化は図2に示したとおりで.

GIの季節約変化とほぼ逆になっている。すなわち， GI 

の低い 2~6 月にかけてFfl直は;急j車に増加し， 6 ~8 月
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図3 クロアワビの卵径



1979年では雄24.2，雌50.7，1980{j'.では雄35.5，雌51.8

となる。クロアワピと同様に， 10， 12月のGIは雄より

雌の方が高い。 1月上旬には， 1980年の{直では雄18.2，

雌16.8となり減少が著しい。

卵巣91lの卵径は図5に示したとおりで， 1979， 1980 

年とも 3~8 月には大部分の個体は卵径80μm以下のも

のによって占められ，まれに200μmの91lが混在する程

'，{o 

34_7 

3~5 

塩
分
量

には最も高いi直となる。 8月以降はF値は減少し， GI 
の高い1O~12月頃にはF値は最も低い低となる。このよ

うなF値の季節的変化は1979年と1980年とでは極めて

良く類{以している。

人工産卵誘発法により放卵させたクロアワピの体重

は15~172官減少する(表4)。また，放卵後の卵巣重量

の減少も著しく，対照と比較すると，卵巣重量が25.0

~30 .4 g あったものが1.3~1.5g まで減少する。従っ

て， GIは20 .4~95.4から 4.0~10.6まで減少する。更に，

軟体部重量も減少し，放卵により肥満度の減少が認め

られる(表 5)。
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メカイアワビの生殖腺熟度

生殖腺熟度指数 (GI)の季節的変化は図4に示した

とおりで， 3~8 月は雌雄とも 15以下と低いが守 9 月

になると1979ifには雄27.2守雌10.9となり， 1980年:で

は雄20.2，雄16.8となる。 10月下旬になると， 1979{j'. 

では雄58.7，雌85.7，1980年では雄70.2，雌76.8とな

り，年閣を通して最も高い値となる。雌のGIは1979年

と1980年とでは差が少ない。

10月下旬以降は急速にGIが減少する。 12月上旬では 14 
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図4 メカイアワピの生殖腺熟度指数及ひe肥満度
0印は践の生殖腺熟度指数， ofPは雄の生殖腺熟度指数を
ム印は肥満度を示す。 示す。

ザ
~ 

1 3 5 
1979 

10 

t 
100 

40 

80 

60 

20 

。

生
殖
腺
熟
度
指
数

人工産卵誘発による体重の減少

殻長十ロ) 体重(g) 放卯1去の体{重g) 体重の減(少g) 

122 225 210 15 

124 264 235 29 

125 300 270 30 

128 250 228 22 

128 295 195 100 

138 315 250 65 

140 445 32日 125 

156 577 405 172 

表4

(体重の減yは卵巣重の減1;~足部筋肉部重量の減少により
才fこる)

人工産卵誘発によるクロアワピのGI.肥満度の減少

殻長十日) 体重(g) 放卵g後Hの G 1 同対殻照卵長巣の重量(.)
対照 肥放卵満f去度の 対!Ei月濁習度の巣重量(g) G 1 

156 444 1.5 4.0 30.4 80.1 5.90 

144 325 1.4 4.7 28.5 95.4 5目84

148 385 1.5 4.6 26.7 82.4 

107 32 1.3 10.6 25.0 20.4 

133 357 7.46 
134 303 6.36 

表5
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卵径 μm 
3o 50 70 90 110 1:10 150 17n 1QtI 

殻長mrn' I I I I I I I I I ， I I I ‘t 
111 ー一→ -i 

。/ 124 一一→
14 130 一一--1
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1980 

190μm 170 150 

卵径
110 130 90 70 50 

殻長mm
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31 130 __， 
726135 一一寸
139 -→ 
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度である。しかも， 80~200μmの卯径の卵が連続的に

存在することはない。 9月中旬になると， 1979年には

卯径30~160戸mの卯が， 1980年には30~180μmの卯が

連続的に存在する。 しかし，クロアワピの場合と異な

り 9 月中旬で、も 200μmの~ßはまだ存在しない。

10月下旬になると，全ての個体の卵巣卯に200，umの

卵径の卯が出現するようになり句しかも30~200，umの

卵が連続的に存在している。

1979年の12月上旬，1980年の12月中旬には卵巣に200

μmの卵が存在しているが， 70~200，μmの卯が連続的に

存在する個体は少なくなる。

1月中旬には、 1980年の場合.全ての個体の卵巣に

は50，um以下の卯と守 190μm前後のWlが混在しているが

この聞の卵径の卯は存在しない。

なお，雌雄比は99・78であった。

メカイアワビの肥満度

1979司1980年のメカイアワピの肥満度 (F)の季節約

変化は図4に示したとおりで，クロアワピと同様にGI

の季節的変化と逆になっている。すなわち， GIの低い

3 月頃より F値は高くなり守 7~8 月には最も高くなる。

そしてー GI が高い1O~12月頃に最も低い値となる。

アワビの卵と浮遊幼生の出現時期

アワピの卵と浮遊幼生の採集数は図2に示したとお

りで，1979年では10月22日より1，0861固/rrIの出現が認

められ， GIが年間を通して最も高い10月下旬頃に卯，

浮遊幼生の出現量も多い。 10月以降は採集日により数

量は異なっている。出現が認められたのは1980年の 2

月5日までであった。

1980年の産卵期には10月23日よりOfl，浮遊幼生の出

現がみられ，10月30日には496個/rrIと最も多く出現し

た。この時期のGIは年間を通して最も高くなっている。

卵守浮遊幼生の出現がみられたのは1981年の 1月13日

までである。

なお，採集した卵.浮遊幼生を飼育して種を確認し

たところ.クロアワビ71こ対してメカイアワビ3の割

合であったことから.卯守浮遊幼生の出現数はクロア

ワピを代表しているとみなせる。

水温と塩分

1979， 1980年の水温の年変化は表6に示したとおり

で， 1979年の 2~6 月の平均水温は13 ， 2~18.2"C であ

るが， 7月は20.71じとなり， 20"Cをこえる。 8月には

24.0"Cで最も高くなる。 GI値が高くなる 9月の平均水

温は23.4・Cで， GIfI直が最も高くなる10月には21.3"Cと

なり20"C前後となる。 11月は18.5"C，12月は16.4"C，

1 月は14.3"C と在る。 1~8 月までの日積算温度は-

4，140.6"Cである。

1980年の水視の年変化は1979年とほぼ類似している

が， 1 ~ 8月までの日積算温度は4，263.6"Cで，1979年

より123"C高くなっている。

塩分は1979年と1980"l'とでは著しく異なっている。

すなわち， 3 ~ 9月の塩分は1980年の方が低くなって

いる(図4)。

クロアワビとメカイアワビの卵数

GI値が最も高くなる10月のクロアワビの殻長と卵巣

重量の関係は， G\V~lO-""""X SL""" (1m 6)と求め

られることからー各殻長に対応する卵巣重量が求めら

れる。卵巣19中に存在する100μm以上の卯数は175，240

個であることから，各殻長の卯数が分る。殻長100mmで

は130万!問， llOmmで、は196万!岡町 120mmでは289万個， 130

mmでは412万個， 14白nmでは573万個， 15伽1mて、は783万個

となる(表7)。

人工産卵誘発法によって放卯した放卯数は表7に示

したとおりで，殺長 (SL)と放卵数 (SE) との関係

は， SE~71 守 614.45SL-6 ， 370 ， 988 と求められる。100

μm以上の卵巣卯数の49~77%が産卵誘発法によって放

卯した。な台、殻長15白11m以上では卵巣卵数に対する放

卯数の割合l土60%以下で.殻長15伽1""，ミ満に比べて少な

し、。

メカイアワピの殻長と卵巣重量の関係は，

G\V ~10-"""X SL'日 H と求められ(図7)守クロアワピ

と同様にして，各殻長に対応する卵数カず推定される。

殻長10伽1mでは88万個， 11伽 nで、は136万個， 12白聞で、は

201万1岡町 13白mでは289万個， 14白nmで、は404万fI~， 150 

mmでは552万個となる。

考察

千葉県沿岸のクロアワピの産卵期についてはj昔野引

が放Wl ，放精の観察により小湊地先では10月中旬~12

月中旬であるとし，盛期は11月であるとしている。ま

た，田中外"はGIの季節約変化から，勝浦市大沢，千倉

町川口，白浜町川 F地先の産卵期は地先、年により若

干異なるが司 10月上旬から 3月上旬までであり ι 盛期

は10月下旬~12月上旬であるとしている。太海仁右衛

門島周辺海域のクロアワピの産卵期は， GIと卵巣卵後

の季節的変化，及び浮遊幼生の出現量等を考え合せる

と， 10月下旬から 2月上旬頃までと考えられ.盛期は，
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表6 太海の極〈沿岸の水温

昭和 54年度 昭和 55年度

測定数 平均値 標準偏差 測定数 平均値 標準偏差

上 7 15.4 0.78 上 7 15.0 1.44 

1 中
10 14.5 1.40 

1 
中 10 15.3 0.35 

下 11 13.3 0.60 下 11 14.3 0.40 

言f 28 14.3 1.31 言十 28 14.8 0.86 

上 10 13.1 1.30 上 10 13.0 1.80 

2 
中 10 14.0 0.37 2 中 10 13.4 0.52 
下 B 14.3 1.00 下 9 13.3 0.43 

言十 28 13.7 1.06 言十 29 13.2 0.74 

上 10 13.7 1.03 上 10 13.3 0.42 

3 
中 10 13.3 0.75 

3 
中 10 11.8 0.54 

下 11 15.0 2.13 11 14.4 0.89 

言f 31 14.0 1.61 言十 31 13.2 1.28 

上 10 13.8 1.49 上 10 15.0 0.55 

4 
中 10 14.2 0.91 

4 
中 10 15.2 0.47 

下 10 15.5 1.12 下 10 15.5 0.55 

言t 30 14.5 1.36 言十 30 15.2 0.55 

上 10 16.6 0.77 上ー 9 15.6 0.46 

5 
中 10 16.5 0.58 

5 
中 10 18.8 1.53 

下 11 18.0 0.42 下 11 18.6 0.66 

言十 31 17.1 0.90 計 30 17.8 1. 76 

10 18.4 0.77 上 10 19.4 0.70 

6 
中 10 17.9 1.06 

6 
中 10 19.1 1.43 

下 10 18.4 1.04 下 10 19.3 1.44 

言f 30 18.2 1.04 言十 30 19.3 1.20 

10 19.1 0.77 上 10 22.0 0.78 

7 
中 10 19.7 0.97 

7 
中 6 22.6 0.49 

下 9 22.4 0.82 下 11 22.6 1.56 

言十 29 20.7 2.10 言十 27 22.4 1.13 

上 10 23.3 1.06 1ニ 10 22.5 0.85 

8 中
10 25.0 0.78 

8 
中 10 24.0 0.62 

下 10 23.7 0.93 下 11 24.1 。ー71

言f 30 24.0 1.15 言十 31 23.6 1.03 

上 10 24.0 0.75 止ニ 10 24.2 1.32 

9 
中 10 23.1 0.32 

9 
中 6 23.4 1.16 

下 10 23.2 0.85 下 10 22.8 0.42 

言十 30 23.4 0.78 言十 26 23.0 1.17 

上 10 22.4 0.94 i二 10 23.0 0.37 

10 中
10 21.5 0.64 

10 
中 自 22.3 0.53 

下 11 20.3 0.75 ード 11 19.6 1. 77 

言f 31 21.3 1.17 言十 29 21.5 1.90 

上 10 19.9 0.66 上 10 17.7 1.25 

11 
中 10 19.0 1.70 11 

中 10 18.3 0.42 

下 10 16.7 0.97 下 7 18.1 0.34 

言1 30 18.5 1. 81 言十 27 18.0 0.84 

上 10 17.0 0.58 上 10 18.1 0.39 

12 
中 9 16.3 0.61 

12 
中 10 15.8 1.90 

下 11 16.0 0.44 下 10 15.8 0.79 

言十 30 16.4 0.67 言十 30 16.5 1.62 
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図6 天然クロアワビの殻長と卯巣重量の関係 図7 天然メカイアワビの殻長と卵巣重量の関係

表7 7ワピの卵数 (1979， 1980年10月下旬)

クロアワピ メカイアワピ

B A 
100μm以上S'L G .¥V %X1∞伊) G'W 

ド) (自) 放卯数
1∞μ卵m巣以卵上数

(g) 
卵巣卵数

100 7.4 790，000 1.297，000 60.9 5.0 881.000 

110 11.2 1，507，000 1，963，000 76目8 7.7 1.356，000 

120 16.5 2.223，0∞ 2.891，000 76.9 11.5 2，012，000 

130 23.5 2，939，000 4，118，000 71.4 16.5 2，890，000 

140 32.7 3，655，000 5，730，000 63.8 23.1 4，043，0∞ 
150 44.7 4，371，000 7，833，000 55.8 31.5 5，524，000 

160 59.1 5，087，000 10，357，000 49.1 42.2 7，399，000 

Haliotis cracheroidii41の場合と同様に司 GIが急速に

減少する時期とするとー 10月下旬から12月上旬頃まで

と考えられる。従って，太海地先海域の産卵盛期は，

小湊，大沢，川口，川下地先とほぼ一致していると思

われる。

GIの方が高い。産卵期のGIの大きさは産卵量に影響す

る可能性があると推定されることから ι 年々の産卵l期

のGIと産卵量との関係については今後検討してみる必

要があろう。

なわ，産卵盛期にはGIが著しく低い個体はみられ在

い。ごのごとは人工産卵誘発法の場合と異なり，一度

に放卯せず，多国産卵を行うものと推定される。

1979年と1980年の10月のGIを比較すると， 1980年の

クロアワビの産卵と水温との関係は，猪野"田中外

"は20'Cに水温が低下すると産卵が行われるとしてい

る。また，種は異なるが，富田"はエゾアワピについ

ても20'Cに水温が達すると産卵が行われるとして，い

ずれも水温が20'Cになる時期の重要性を指摘している。



太海地先のクロアワピの産卵期も守水温が20'C前後に

なる10月下旬から12月上旬が盛期となっている。

産卵を引き起す直接の要因としては，卵，浮遊幼生

の出現日から産卵白を推定L，その日の海況条件等を

検討すると，水温の急激な変化"気圧の低下"といっ

た現象が認められていることから，これらを含めた環

境の変化が考えられる。産卵がどのような条件でおこ

るかが明確になれば，流れによる浮遊期幼生の移送の

推定，発生量などの把握の可能性が高まり，その後の

成体の資源量との関係も把握できる可能性もある。

太海地先のクロアワビの生嫡腺熟度の年周期につい

てみると， 1979年と1980年とではほぼー致しているこ

とから。一定の生殖周期があると考えられる。

卯の成熟と水温について検討してみると，隆島外"

はアワビ類のブクトコブシの生殖活動の周期性は水温

変動と関連し、生殖巣成熟に係る要因としては水視が

重要であるとしている。また，菊地.(.手91101は12時間

明， 12時間暗の条f'jで飼育したエゾアワピークロアワ

ピの卵巣卵の成熟化には有効温量の影響が強いとして

いる。このようなことから，天然クロアワピでも水温

が卯成熟に大きな影響を与えていると考えられる。一

方，有効温量の影響を強〈受ける場合は.産卵期が年

により変動することが予想される。すなわち，高水温

の年には産卵期が早まる可能性が生じる。太海地先で

は， ~flの成熟が徐々に進行する 1~8 月までの日積算

温度は，1979年が4，141'Cで，1980年が4，264tで約123'C

の違いがみられた。この差は少ないが， 1979年と1980

年とでは産卵期に差カf認められなかった。

産卵期が秋から冬に一定しているとすると，水温以

外の調節機能があることが推定される。 1~8 月まで

の日照時間は，1979年では1，447時間，1980年では1，353

時間と異在っているが，クロアワピが曇天日の明るさ

にも反応すれば，日長時間による光周反応により，産

~Il と季節との関係を一定に保っていることが考えられ

る。しかし，この場合には，日長時間に地理的な勾配

が生じることから，産卵期に地域差が生じることにな

る。日長時間の絶対値ではなく，相対値に反応すれば

地域差がなくなる可能性がある。いずれにしても，卵

の外国性成熟機構については，水温，日長時間，餌料

条件等を含めて検討する必要があろう。

メカイアワビの卵成熟化はクロアワビの9月に対し

て10月と遅めになっているが，このことは，メカイア

ワビとクロアワピとでは生息水深等の生態的な差異や，

更に遺伝的な差異があるごとが考えられ，種としての

成熟機構が異なる可能性がある。今後は，"7ダカアワ
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ピも含めて，種によって生殖腺の成熟に係る要因が異

在るかどうかを検討する必要があろう。

肥満度の季節的変化については，産卵前の 5~8 月

に最も高い値となっているが，産卵期の10~ 1月には

肥満度の低下が著しい。肥満度の低下の要因としては守

人工的に産卵誘発を行い放卵させると足部筋肉部重量

の減少，すなわち肥満度の低下が認められることから，

猪野引が述べているように一つには産卵に起因するも

のと考えられる。また，人工産卵誘発法によると， GI 

の著しい低下が生ビるが，このことは産卵刺激が強い

ため、大部分の~Ilが放mlL てしまうと考えられる。天

然では、産卵盛期には卵が連続的に存在していること

から‘一度に放卯せず，また，事日の成熟化の進行も同

時に行われるので， GIの著しい低下が生ピないと考え

られる。

姿約

1 )太海仁右衛門島地先のクロアワビ，及び天面地先

のメカイアワビの産卵期を調査した。

2 )クロアワピの産卵期は， Gl，卵巣卯径の季節的変

化.及びJ 卯句浮遊幼生の出現量等から， 10月下旬か

ら2月上旬頃までと考えられ，盛期は10月下旬から

12月上旬である。産卵盛期の水温は20'C前後である。

3 )クロアワピの産卵盛期はGIが最も高くなり。そし

て急速に減少する時期である。

4 )クロアワピの肥満度の季節的変化はGIの季節的変

化と逆になり，産卯前の 5~8 月に最も高い{直とを

り， GIが高くなる 9月頃より低くなる。

5 )メカイアワビの産卵盛期はクロアワビと同様に10

月下旬から12月上旬であるが，卯の成熟はクロアワ

ピよりやや遅れる。

6) メカイアワピの肥満度の季節的変化もケロアワビ

と同様にGIの変化と逆になっている。
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